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47.
・⽬的：周惑星円盤のサブミリ波放射に制限を与える。
・惑星質量(10-20MJ)天体(PMC)6天体に対し、ALMAで0.88mmフラックスに

上限を与えた(120-210 Jy, 3)
中⼼天体 vs. 円盤フラックス関係を調べ、YSOの場合と⽐較した
→惑星質量天体の円盤フラックスはやや弱く、ダストの中⼼天体への落下?

・観測データ：ALMA cycle 4-5, Band 7, ダスト連続波＋CO 3-2



・若い(<5Myr)星形成領域
(特にTaurus)では、PMCに
付随する放射がやや⼩さい？
(ダストが減少？)
・UppScoでは、強い制限は

与えられず。
・PDS 70b,cは放射量が強い



46.
・⽬的：ALMA多波⻑観測データとサブミリ波ダスト散乱光モデルにより、

TW Hya円盤内縁のダストの性質に制限を与える
・TW Hya円盤のALMA Band 3,4,6,7,9観測データとダスト散乱を考慮した輻射輸送

計算により、円盤内縁のダストの性質に制限を与えた
→観測データはamax~300mのダスト散乱光を考慮したモデルでよく再現された

(散乱光なしのモデルでも観測エラーの範囲内では説明できた)
散乱モデルでは、従来のモデルに⽐べ円盤内縁のダスト質量が26倍必要である
(散乱光なしのモデルでは、さらに2.3倍のダスト質量が必要である)

→TW Hya円盤は、ガス惑星コアを形成するのに⼗分なダスト質量をもっている



・円盤半径<10 auのダスト
フラックスのSEDをプロット
・single power-lawや

単温度⿊体放射では
フィットできない

・観測データ：ALMA アーカイブデータ, Band 3,4,6,7,9, ダスト連続波



・ダスト散乱の効果を考慮すると、 amax~300mのモデルでよくフィットできる
→αturb>10-2か、less stickyなダスト(e.g., CO2)がfragmentしている必要がある

・輻射輸送シミュレーション：RADMC-3D
円盤モデル



・円盤質量：ガス・ダスト質量⽐=100を仮定すると、円盤半径10auで⾯密度1000g/cm2

→ ⾃⼰重⼒不安定性に対し、marginally unstable 

散乱あり
散乱なし amax~

・散乱なしモデルでも観測エラー内で説明可



43.
・⽬的：ダストの少ないジェット中での分⼦⽣成過程を考える。
・衝撃波化学反応計算モデル(Paris-Durham shock code)を⽤い、⼀次元円盤⾵

モデルに基づいて、中⼼星からの紫外線照射影響化でかつダストの少ない
ジェット中の分⼦⽣成過程を調べた
→・T>800Kかつ円盤⾵の質量放出率が>10-6Ms/yrであれば、効率よく分⼦が⽣成

・SiO/COやH2O/COの存在量⽐が円盤⾵の質量放出率に強く依存する
・最近のALMA観測により、ジェットのlaunching pointがdust sublimation半径より

内縁であることが⽰唆された。
→分⼦雲中では⼀般的に、⽔素分⼦はダスト上で⽣成されており、また、

⽔素分⼦の⽣成に伴い、他の分⼦も⽣成されるので、ジェット中で
ダストが少ないと、分⼦の⽣成率も悪いと予想される

・⼀⽅で、ジェット中では、SiOやCOなどの分⼦が豊富に観測されている
→ダストの少ない状況下で分⼦が効率よく⽣成されるか調べる



・化学反応計算＆物理モデル：
衝撃波化学反応計算モデル(Paris-Durham shock code)＋⼀次元円盤⾵モデル
(Goddard et al. 2019)

・定常モデルにおける⽔素分⼦⽣成過程：ダスト量と密度に依存
ダスト量

密度

ダストなし・密度依存性 ダスト量・密度依存性



・円盤⾵モデル：質量放出率依存性

・分⼦⽣成率が
質量放出率に依存



・円盤⾵モデル：ダスト量・質量放出率依存性→JWSTなどで観測的検証？


